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１ 研究の背景

本研究はJSPS科研費（研究課題20H01270）の助成を受けた。

２ 研究の目的

教員研修セミナーで「論理的思考」や「批判的思考」等
を支援する方法として、思考ツールを導入した。その結果
と今後の課題について述べる。

「思考ツール」（脇田,2017）
思考内容や思考推移の要点を全体把握する視覚情報の総称

「三角ロジック」（鶴田,2017）

「対話型論証モデル」（松下他, 2022 一部改訂）

３ 研究の方法（教員研修セミナー概要）

日本語ライティング教育における論理的思考支援のための教員研修

同志社大学 グローバル・コミュニケーション学部 脇田 里子
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４ 研究の結果（事後アンケート調査）

５ まとめと今後の課題
１．参加者の「思考ツール」の認知度は半分程度。

参加者の殆どが「三角ロジック」と「対話型論証モデ
ル」を初めて使い、論理的思考支援の有用性に気づいた。

→ 思考ツールの啓発活動が必要。

２．思考ツールの理解に関する質問の回答は、5件法で全て4
以上であり、概ね理解されている。今回の研修では具体
的な指導法まで進めることはできなかった。

→ こうした研修の継続的な開催や教員同士での指導法に関
する情報交換の場の提供が期待される。

表２ アンケート調査の結果（N = 9, 回答は5件法）

→「思考ツール」を使ったことがない教員が過半数を占めたが、
質問の6項目において、5件法で4以上の値を得た。
研修内容を概ね理解し、自分で使うことはできそうである。

→ 2時間の研修では実際に指導できるレベルに達するのは難しい。

「研修に対する自由記述（一部）」
・対話型論証モデルを初めて学び、来期に生かせそう、生かしたい。
・学習者に論理的に思考させ、論理的な文章を書かせるためにこの
ような図式のモデルを示すとスムーズに指導できるのではないか。

・指導の面では、このモデルを使う時に、やはり根拠と理由の違い
を学生に理解させるのが難しそうだ。

→ 全員が「対話型論証モデル」を初めて学んだが、授業で使えそう
な手ごたえをもつ教員もいた。

→ 論理的な文章作成に、思考ツールの有用性についての所感を得た。
→ 指導面では、三角ロジックの根拠と理由の違いの説明や理由の必

要性を理解させることが難しそうだとする意見が見られた。

日本語ライティング教育研究では日本語教員への教育支
援の必要性が指摘される（鎌田,2022）。

2022年日本語教員10名に対するインタビュー調査の結果、
ライティング指導で難しい点として、「論理的思考」や「批
判的思考」などが挙げられる。

表１ ライティングで指導が難しい項目（一部）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

A
論理的思考、論証
文章構成

〇 〇 〇 〇 〇 〇

B
批判的思考、
多面的思考

〇 〇 〇 〇

C 問題提起、テーマ 〇 〇 〇

教員No.

指導が難しい点

三角ロジック対話型論証モデル
思考ツール
で支援

理由

根拠

主張

（Warrant)

（Data)

（Claim)

客観的な事実・データ
事実・データに基づく
推論・解釈

誰が見ても明らかな証拠資料「根拠」からなぜ「主張」が
ができるのかについての説明

「理由」の妥当性は
思考ツールで判断できない。

３つの要素の関係性を
可視化して理解しやすくする。

主張

理由

根拠

問い

根拠

理由

対立する主張反駁

料金が高い
（長距離）交
通機関である
ほど、移動時
間が短い。

東京から名古屋まで、
バスで6時間だが、
新幹線なら1時間半
で到着する。

お金をたくさん稼い
でも忙しければ、お
金を使う時間がない。

お金は持ってい
るだけでは意味
がなく、使って
こそ意味がある。

お金があれ
ば、時間を
節約できる。

時間があっても、
お金がなければ、
自分のしたいこと
ができない。

時間がなければ、
お金を使えない。
（お金を使うに
は時間が必要）

お金と時間はどちらが大事か

結論

お金の方が大事だ。 例文：西隈(2018)

⑤研修のアウトライン
はじめに（教員研修の趣旨説明）、事前アンケートの結果
第1部 論理的思考と思考ツール
・トゥールミン・モデル、・三角ロジック、・練習問題（個人、全体）
第2部 批判的思考と思考ツール
・水平思考/垂直思考、・対話型論証モデル、・練習問題（個人、全体）
おわりに（まとめ、アンケート）

⑥セミナーの目標
1.三角ロジックを使うことができるようになる。
2.三角ロジックを使って指導できるようになる。
3.垂直思考・水平思考が理解できるようになる。
4.対話型論証モデルを使うことができるようになる。
5.対話型論証モデルを使って指導できるようになる。

① 実施日 2023年2月22日（水）14時～16時（2時間）
② 実施場所 同志社大学
③ 対象者 大学の日本語教員 9名
④ アンケート 事前・事後・半年後（8月下旬に実施予定）

回答8名 「思考ツール」という言葉を聞いたことがある。→４名
使ったことがある「思考ツール」（複数回答可）
ＫＪ法（３名）、マインドマップ（２名）、三角ロジック
（１名）、文章の設計図（１名）、使ったことはない（５名）

平均値 標準偏差

（1）本日のセミナーの内容を理解できた。 4.22 0.44

（2）日本語のライティング教育を実践する上でのヒントが得られた。 4.44 0.53

 (3) 目標①三角ロジックを使うことができるようになる。 4.22 0.44

 (4) 目標②三角ロジックを使って指導できるようになる。 3.56 0.73

 (5) 目標③垂直思考・水平思考が理解できるようになる。 4.11 0.60

 (6) 目標④対話型論証モデルを使うことができるようになる。 4.00 0.50

 (7) 目標⑤対話型論証モデルを使って指導できるようになる。 3.33 0.50

（8）本日のセミナーを受講してよかった。 5.00 0.00
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